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宇都宮市議会

「
子
育
て
・
教
育
・
学
習
」分
野

　

地
域
全
体
で
、
子
ど
も
や
家
庭
を
見
守
り
育
て
る
た
め

に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
を
深
め
、
相
談
体
制

の
充
実
や
居
場
所
づ
く
り
等
の
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
未
来
を
生

き
抜
く
人
間
力
の
強
化
や
た
く
ま
し
さ
や
、
自
ら
の
言
葉

で
自
分
の
道
を
切
り
開
く
能
力
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
社
会
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
高
齢
化
、

高
度
情
報
化
な
ど
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
か
つ
て
な

い
ほ
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
が
宇
都
宮
市
に
愛
着
と
誇
り
を
感
じ
な
が
ら
生
涯

に
わ
た
っ
て
希
望
を
持
ち
続
け
ら
れ
、
心
豊
か
で
た
く
ま

し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る「
人
づ
く
り
」が
必
要
で
あ
る
。

●
児
童
相
談
所
の
設
置

●
子
ど
も
の
教
育
と
育
成
に
困
難
を

　

感
じ
る
保
護
者
へ
の
支
援

重点要望

　

急
速
に
進
ん
で
い
る
少
子
・
高
齢
化
と
い
う
状
況
の
な

か
で
健
康
で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
様
々

な
施
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
関
係
経
費
が
増
大
の
一
途
を
た
ど
る

な
か
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
・
健
康
増
進
を

は
じ
め
と
し
て
、
全
て
の
市
民
を
対
象
と
し
た
健
康
の
維

持
・
増
進
の
た
め
の
施
策
に
よ
り
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
推
進

●
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
層
的

　

・
包
括
的
な
ケ
ア
体
制
の
構
築

●
分
野
を
超
え
た
相
談
を
包
括
し
て

　

対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

重点要望

「
健
康
・
福
祉
・
医
療
」分
野

　

自
然
災
害
な
ど
危
機
的
な
状
況
が
頻
発
す
る
現
在
、
危

機
管
理
体
制
を
構
築
し
、減
災
・
防
災
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
日
頃
か
ら
、
自
ら
備
え
行
動

し
自
身
を
守
る「
自
助
」や
地
域
で
助
け
合
う「
共
助
」を
推

進
し
、
さ
ら
に
地
域
と
行
政
が
連
携
し
備
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
減
少
は
社
会
経
済
の
担
い
手
の

減
少
を
招
き
、
社
会
経
済
存
続
へ
の
危
機
感
が
生
じ
る
な

か
で
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
自
然
災
害
に
対
応
で
き
る
都
市
基
盤
の
計

　

画
的
な
強
靭
化
と
改
良
復
旧
の
推
進

●
地
域
行
政
機
関
の
機
能
強
化
と

　

職
員
の
増
強

重点要望

「
安
心
・
協
働
・
共
生
」分
野

　

本
市
が「
住
ん
で
良
し
、
訪
ね
て
良
し
」の
都
市
と
な
る

た
め
に
は
、
戦
略
的
な
観
光
事
業
の
推
進
や
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
た
ま
ち
・
人
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
の
魅
力
を

市
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
健
康
維
持
、
住

民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
地
方
へ
の
人
・

情
報
の
流
れ
を
創
出
す
る
た
め
に
交
流
人
口
の
拡
大

や
移
住
・
定
住
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
、  

Ｌ
Ｒ

Ｔ
事
業
の
推
進
や
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
な
ど
の

交
流
拠
点
の
活
用
に
よ
り
、
更
な
る
活
気
と
賑
わ
い

溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の
誘
致
と

　

清
原
球
場
の
改
修

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
推
進

重点要望

「
魅
力
・
交
流
・
文
化
」分
野

　

今
後
の
本
市
産
業
の
競
争
力
強
化
に
は
、
地
域
の
強
み

あ
る
産
業
を
伸
ば
し
、
市
場
創
造
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

世
界
の
成
長
を
取
込
む
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
、
特
色
あ

る
既
存
産
業
を
成
長
分
野
へ
再
編
・
転
換
し
、
本
市
独
自

の
産
業
集
積
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
効
果
を
地
域

内
に
波
及
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
低

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
先
駆
的
な
取
組
に
よ
り
、

低
炭
素
社
会
の
姿
を
具
体
的
に
示
し
、
持
続
可
能
な
経
済

社
会
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る
都
市
・
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
、「
環
境
未
来
都
市
」を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
新
工
業
団
地
の
早
期
実
現

●
脱
炭
素
事
業
の
推
進

重点要望

「
産
業
・
環
境
」分
野

　

少
子
超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
人
口
減
少
に
お
い
て
も
、

将
来
に
わ
た
り
市
民
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
住
民
が
抱
え
る
社
会
課
題
に
対
応
し
、
継
続
的
に

住
民
満
足
度
を
高
め
る
都
市
の
基
盤
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

同
時
に
、  

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
と
併
せ
た
公
共
交
通
政
策
に
よ
り
、

人
や
企
業
か
ら
選
ば
れ
る
、
魅
力
あ
る
都
市
整
備
の
基
盤

と
な
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

●
交
通
事
業
者
が
取
り
組
む
「
電
気

　

バ
ス
導
入
」
に
対
す
る
支
援

●
駅
西
口
地
区
・
バ
ン
バ
地
区
・
東
武
宇
都

　

宮
駅
周
辺
地
区
に
お
け
る
、
ま
ち
な
か
の

　

賑
わ
い
と
交
通
結
節
機
能
を
活
か
し
た
再

　

開
発
の
推
進

●
ブ
レ
ッ
ク
ス
新
ア
リ
ー
ナ
整
備
へ
の
支
援

重点要望

「
都
市
空
間
・
交
通
」分
野

　

本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、
さ
ら
な
る
リ
ス
ク
管
理
と
危
機
管
理
体
制
を
整

え
、
市
民
生
活
の
安
定
と
経
済
活
動
の
拡
大
、
さ
ら
に
は

持
続
可
能
な
都
市
の
形
成
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

　

安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
や
盤
石
な
組
織
体
制
の
構

築
、
適
切
な
官
民
連
携
に
よ
り
、
健
全
な
行
財
政
運
営
に

努
め
る
こ
と
で
、
効
果
的
、
効
率
的
な
施
策
と
事
業
を
図

り
な
が
ら
、
総
合
計
画
で
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
現
実
に
向
け
て
、  

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
な
ど
に
よ
り
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
行
政
組
織
の
最
適
化

   

・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
分
野
を
市
長
部
局
へ

   

・
子
ど
も
の
家
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
を

　

  

「
子
ど
も
部
」へ

   

・
空
き
地
・
空
き
家
対
策
を

　

  

「
都
市
整
備
部
」へ

●
Ｐ
Ｆ
Ｉ 

・ 

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の

　

積
極
的
な
推
進

重点要望

各
政
策
の
柱
を
支
え
る

行
政
経
営
基
盤

令和４年１０月12日　宇都宮市議会　自由民主党議員会

市民の幸せと 
 未来に誇れる
  宇都宮市のために！

令和5年度 宇都宮市予算と政策に対する要望書
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３年ぶりの『ジャパンカップ』に
多くの自転車ファンが熱狂！！
　「自転車のまち宇都宮」が世界に誇る「ジャパンカップサイ
クルロードレース」が 10月 14日（金）～ 16日（日）の日程で
３年ぶりに開催されました。
　開催を心待ちにしていた多くの自転車ファンが訪れ、国内で
は宇都宮でしか体感できない、世界トップレベルの選手の走り
に会場は歓喜の渦に包まれていました。
　自由民主党議員会はこれからも宇都宮のスポーツ振興活動を
応援してまいります。

第７７回 国民体育大会
「いちご一会とちぎ国体」開催
栃木県で４２年ぶりに開催された第７７回国民体育大会

「いちご一会とちぎ国体」は、コロナ禍における初の国体
となりましたが、全国各地から選手・監督をはじめ多くの
来訪者の方々をお迎えし、盛会のうちに幕を閉じました。
大会運営に関わった全ての関係者の皆様に心から感謝申し
上げます。
　１０月２９日から３１日まで、第22回全国障害者スポー
ツ大会「いちご一会とちぎ大会」が本県で初めて開催され
ます。引き続き一丸となっていきましょう！

北西部地域体育
施設の整備について

　宇都宮市は「生涯スポーツ社会の実現」に向けて
北西部地域に新たに整備するスポーツ施設の整備内
容を明らかにしました。
　施設の内容は、体育館と屋外運動場があり、体育
館は、県予選・市大会が開催できる規模のアリーナ
をはじめ、気軽な運動や地域イベントなどができる
多目的室、トレーニング室、ランニング・ウォーキ
ングコースなどを計画しています。また、屋外運動
場は、６面のテニスコートをはじめ、誰もが気軽に
利用できる広場を設け、健康遊具の設置やグラウン
ドゴルフでの利用を想定しています。更に、北西部
地域の特色や地域資源を生かし、国内大会などの開
催も見据えたＢＭＸレースダート広場を整備し、一
部はキックバイクも兼用できるようにする予定で、
子どもや若者のスポーツ人口の裾野拡大が期待でき
ます。
　こうした様々な
機能を有し、子ど
もから高齢者まで
幅広い世代の方々
がスポーツを楽し
める北西部地域体
育施設は、令和８
年度中の供用開始
を目指し、施設整
備を進めていると
ころです。　

建設予定地

供用開始
令和8年

（予定）

　宇都宮駅東口地区に商業施設「Utsunomiya Terrace（ウツノミヤテ
ラス） 」が８月 26日に開業しました。また、11月１日に交流広場「宮
ライトヒル」、同月 30日には交流拠点施設「ライトキューブ宇都宮」の
開業予定となっております。
　長い期間に渡り、自由民主党議員会は市議会において一般質問や常任
委員会で要望や議論を行ってきました。これからも自由民主党議員会は
街の活性化に尽力してまいります。

ウツノミヤ テラスUtsunomiya Terrace 開業！！
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市議会 令和4年 第6回 定例会 一般質問（抜粋）

令和4年度　特別委員会
◆決算審査特別委員会
　塚田　典功（委員長） ／ 岡本　芳明 ／ 小林　紀夫 ／ 
　金崎　芙美子 ／ 篠崎　圭一
◆企業会計決算審査特別委員会
　鎌倉　三郎 ／ 熊本　和夫 ／ 内藤　良弘 ／ 柴田　賢司  
◆クリーンパーク茂原火災事故調査特別委員会
　小林　紀夫（委員長）／ 馬上　剛 ／ 内藤　良弘 ／ 　
　今野　哲也 ／ 岡本　源二郎

保育所等への「育児休業明け入所予約制度」を導入するとともに、
育休中の保育所等の利用について見直しが行われます！

　子育て世帯の更なる仕事と子育ての両立を支援する
ため、通常の入所見込みに加え、早期に入所申し込み
ができ、結果が早くわかる「育児休業明け入所予約制
度」を導入するとともに、育児休業中でも、保育所等
を継続して利用できるよう、既に保育所に入所してい
る児童については、下の子が満１歳になるまで継続す
ることができます。
　これからも自由民主党議員会は子育てしやすい街を目指してまいります！！

内
藤 

良
弘  

議
員

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
働
き
方
改
革
の
推
進
❷
J
R
宇
都
宮
駅
東

口
地
区
の
ま
ち
び
ら
き
と
M
I
C
E
の
取
組

❸
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
理
解
促
進

に
向
け
た
取
組
❹
若
手
人
材
確
保
の
た
め
の

奨
学
金
返
還
支
援
に
向
け
た
取
組
❺
北
西
部

地
域
で
の
図
書
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
❻
消
防
防

災
分
野
に
お
け
る
D
X
の
推
進

　
　
　
　

 

市
と
し
て
は
紙
お
む

つ
の
持
ち
帰
り
を
見
直
し
す
る
こ

と
は
、
感
染
症
等
の
衛
生
上
の
リ

ス
ク
低
減
や
保
護
者
及
び
保
育
士

の
負
担
軽
減
に
繋
が
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
で
の
処
分

を
後
押
し
で
き
る
よ
う
有
効
な
支

援
策
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
し

て
い
く
。

佐
藤
市
長

　

民
間
の
保
育
園
に
お
け
る
、
使

用
済
み
紙
お
む
つ
の
持
ち
帰
り
の

見
直
し
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援

策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
！！

　
　
　
　

 

高
齢
者
が
自
立
し
た
日
常
生

活
の
も
と
地
域
の
中
で
生
き
が
い
を
持
ち
、

活
躍
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
」を
活
用
し
な
が
ら「
新

た
な
日
常
」
に
お
い
て
、
高
齢
者
が
地
域
や

社
会
と
の
交
流
を
更
に
深
め
る
た
め
の
支
援

策
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
高
齢
者
福
祉
の
更

な
る
充
実
に
努
め
て
い
く
。

保
健
福
祉
部
長

民
間
保
育
園
の
使
用
済
み

紙
お
む
つ
の
処
分
に
つ
い
て

　

国
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
制
度
を
活

用
し
て
、
介
護
予
防
を
始
め
と
す
る
高
齢
者

の
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
の
取
組
を
強
化

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、今
後
更
に
取
組
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
見
解
を
伺
う
！

高
齢
福
祉
分
野
に
お
け
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
　
　

 

競
輪
場
通
り
は
都
心

部
か
ら
伸
び
る
日
光
街
道
か
ら
国

道
４
号
線
を
結
び
、
内
環
状
線
の

一
部
を
担
う
、
整
備
の
優
位
性
が

高
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

今
後
栃
木
県
と
の
連
携
強
化
を
図

り
な
が
ら
整
備
効
果
を
早
期
に
発

現
さ
せ
る
た
め
、
整
備
手
法
等
の

検
討
を
進
め
、
よ
り
効
率
的
な
道

路
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

建
設
部
長

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
西
側
延
伸
に
よ
り
、
競
輪
場
通

り
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
道
路
の
役
割
が
重

要
と
な
っ
て
く
る
た
め
、
競
輪
場
通
り
の
整

備
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
問
う
！！

　
　
　
　

 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
着

実
な
成
長
を
図
る
た
め
に
は
、
創
業
初
期
や

事
業
成
長
段
階
に
お
け
る
資
金
の
確
保
と
経

営
ス
キ
ル
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

市
内
企
業
や
金
融
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら

新
た
な
資
金
調
達
手
段
や
よ
り
専
門
的
な
経

営
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
仕
組

み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

経
済
部
長

競
輪
場
通
り
の
整
備
に
つ
い
て

　

新
規
創
業
の
促
進
に
際
し
、
民

間
か
ら
の
積
極
的
な
資
金
調
達
や

経
営
支
援
を
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ

ム
が
、
こ
れ
か
ら
の
新
規
事
業
の

成
長
を
図
る
上
で
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
！！

新
規
創
業
に
つ
い
て

小
林 

紀
夫  

議
員

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
市
長
の
政
治
姿
勢
❷
L
R
T
❸
市

内
中
心
部
の
ま
ち
づ
く
り
❹
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
❺
骨
太
の
方
針
に
関
係

す
る
本
市
の
各
種
施
策
❻
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
に
お
け
る
投
票
用
紙
の

交
付
誤
り

　
　
　
　

 

こ
れ
ま
で
以
上
に
施
設
の
利

用
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
機

能
向
上
に
向
け
、
屋
根
、
観
客
席
、
な
ど
の

設
備
に
つ
い
て
球
団
関
係
者
と
意
見
交
換
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
よ
り
快
適
に
球
場
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
施
設
機
能
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
設
備
等
の
導
入
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

教
育
次
長

　

清
原
球
場
は
施
設
の
老
朽
化
等
が
み

ら
れ
、今
後
改
修
し
、施
設
の
機
能
向
上

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
と
聞
い
て
い
る

が
、
改
修
に
当
た
っ
て
は
幅
広
い
利
用

者
が
快
適
に
利
用
で
き
る
環
境
を
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
整
え
る
必
要
が
あ
る
！！

　
　
　
　

 

新
た
に
先
進
的
な
事

例
や
地
域
で
取
り
組
み
や
す
い
事

例
を
ま
と
め
た
事
例
集
を
作
成
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
委
員

へ
の
研
修
会
で
紹
介
す
る
な
ど
カ

ラ
ス
被
害
対
策
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

環
境
部
長

清
原
球
場
の
改
修
計
画
に
つ
い
て

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
カ
ラ
ス

対
策
に
つ
い
て
、
ネ
ッ
ト
の
掛
け

方
や
生
ご
み
の
排
出
方
法
の
工
夫

な
ど
、
地
域
で
効
果
を
上
げ
て
い

る
事
例
を
広
く
全
市
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
！！

環
境
行
政
に
つ
い
て

菅
原 

一
浩  

議
員

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
市
長
の
政
治
姿
勢
❷
市
道
5
4
5

号
線
の
道
路
拡
幅
❸
街
路
灯
の
L
E

D
化
❹
公
立
校
の
今
後
の
在
り
方
の

検
討

　
　
　
　

 

立
岩
大
橋
か
ら
上
流
の
普
通

河
川
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
雨
時
は

土
砂
が
流
出
し
河
川
内
に
堆
積
し
や
す
い

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
宜
、
修
繕
工

事
や
浚
渫
工
事
を
実
施
す
る
な
ど
引
き
続

き
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に

状
況
把
握
を
行
い
な
が
ら
、
今
後
の
整
備

の
必
要
性
と
併
せ
て
上
流
域
に
お
け
る
更

な
る「
貯
め
る
」取
組
の
実
施
な
ど
を
す
る
。

佐
藤
市
長

　

鎧
川
に
つ
い
て
、
一
刻
も
早
く
現
在

の
整
備
区
間
を
完
了
さ
せ
、
鎧
川
全
体

の
安
全
性
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、現
在
の
進
捗
状
況
と「
流

す
」
取
組
と
し
て
の
上
流
域
も
含
め
た

今
後
の
進
め
方
を
問
う
！

　
　
　
　

 

指
定
管
理
者
と
大
谷
地
域

の
方
々
が
連
携
し
、
大
谷
石
を
活
用
し
た

誘
客
促
進
と
大
谷
石
文
化
へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
、
栃
木
県
の
補
助
金
を
活
用
し

大
谷
石
細
工
の
作
品
等
を
ロ
ー
ズ
ハ
ッ
ト

や
入
場
ゲ
ー
ト
、
み
の
り
の
森
な
ど
に
展

示
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引

き
続
き
様
々
な
機
会
を
捉
え
大
谷
石
製
品

の
活
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

建
設
部
長

鎧
川
の
整
備
に
つ
い
て

矢
古
宇 

芳
一 

議
員

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
市
長
の
政
治
姿
勢
❷
職
員
の
健
康

管
理
❸
宇
都
宮
市
版
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
❹
営
農
型
太
陽
光
発

電
❺
浸
水
対
策
❻
選
挙
に
お
け
る
投

票
環
境

　

大
谷
石
製
品
の
活
用
促
進
を
図
る
為
、

ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
ロ
ー
ズ
ハ
ッ
ト
で
の

展
示
な
ど
、  

Ｐ
Ｒ
の
場
を
設
け
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
！

ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
に
お
け
る『
大
谷
石

製
品
の
Ｐ
Ｒ
の
場
の
設
置
』に
つ
い
て

　
　
　
　

 

現
在
、「
Ｎ
Ｃ
Ｃ
」を
都
市
の
基

盤
と
し
て
、「
地
域
共
生
社
会
」、「
地
域
経
済

循
環
社
会
」、「
脱
炭
素
社
会
」の
３
つ
の
社
会

が
融
合
し
、
誰
も
が
豊
か
で
便
利
に
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
夢
や
希
望
が
叶
う

『
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
イ
』の
実
現
に
向

け
て
、
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
計
画
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
将
来

の
明
る
い
展
望
と
、
未
来
を
生
き
る
活
力
の

創
出
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

佐
藤
市
長

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
若
者

の
夢
や
希
望
が
叶
う
宇
都
宮
と
な
る
よ
う

な
取
組
を
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　

 

電
池
類
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
の
収
集
に
つ
い
て
は
、

利
便
性
が
向
上
す
る
と
共
に
電
池
類

の
焼
却
ご
み
な
ど
へ
の
混
入
リ
ス
ク

を
低
減
さ
せ
、
火
災
事
故
の
未
然
防

止
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

な
ど
を
含
む
電
池
類
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
様
が
わ
か
り
や
す
く
、
分
別

し
や
す
い
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

の
収
集
を
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。

佐
藤
市
長

　

ご
み
処
理
施
設
の
火
災
や
爆
発

事
故
の
多
く
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
、
電
池
類
の
ご
み
の
分
別
区
分

を
再
編
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ご
み
処
理
施
設
の
火
災
防
止

策
に
つ
い
て

柴
田 

賢
司 

議
員

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

❷
公
共
交
通
条
例
❸
ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク

❹
林
業
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援

第
6
次
宇
都
宮
市
総
合
計
画

改
定
基
本
計
画
に
つ
い
て

自民党
会派の 要望実現  ！！
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皆様方より頂戴した声に
耳を傾け、市民に開かれた市議会を目指し
引き続き頑張って参ります！！

ご意見・ご感想は
身近な当会議員に！

　宇都宮市では、物価高騰等による保育所等や小・中学校で提供する給食への
影響を低減するため、「学校給食等支援事業」を実施します。
　具体的には、物価高騰等（10％見込み）の緩和措置として、保育所等は１人あたり月額
750円、小中学校は１人あたり月額436～541円を上限に、各対象施設に給食材料費を
補助するものであり、この「学校給食等支援事業」を通じて、急激な物価高騰等に直面する
子育て世帯の経済的負担を軽減しながら、栄養バランスや量が確保された給食の提供を支援していきます。

■学校給食等支援事業の概要

※私立保育所等については、栃木県が実施する「私立幼稚園等給食費保護者負担軽減事業」
　分を含めた支援額となります。

支 援 対 象 物価高騰等に伴い影響を受けた給食材料費 支　援　額
（上限額）

・保育所等　在園児童１人あたり750 円／月
・市立小・中学校　在籍児童等
　１人あたり 436～ 541円／月

対 象 期 間 令和４年８月～令和５年３月の８か月間

対 象 施 設 ・市内の保育所、認定こども園、地域型保育
　事業、幼稚園、認可外保育施設等
・市立小学校・中学校

小学校低学年　４３６円／月
小学校中学年　４４６円／月
小学校高学年　４５６円／月
中学校　　　　５４１円／月

９月定例会で可決されました！！物価高騰等への対策として、
保育所等や学校の給食に対する

支援を実施します。
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